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２／９（金）勝田二中と５・６年教室をオンラ

インで結び、交流会を実施しました。二中の生徒

会役員が中心となって、中学校での学習や部活動

などについて分かりやすく説明してくれました。

まもなく卒業する６年生は、中学校生活への期待

を膨らませました。 

委員会の児童が中心となって呼びかけました。集められた募金（１９,８０５円）は、茨城新聞社を

通して被災地に送られます。先日、やればできる委員会の代表児童が募金を茨城新聞社に届けに行っ

てきました。後日、茨城新聞に掲載される予定です。ご協力ありがとうございました。 

枝川小創立１５０周年記念事業の一環として、枝川小の児童たちのために大型プリンタと児童机用

天板拡張器具を購入していただきました。大型プリンタは校内の掲示物や行事、授業等で活用させて

いただきます。児童机用天板拡張器具は、児童用机に取り付けることで、机を広く使うことができる

器具です（机の前方の 10cmほどの樹脂製器具。色が違う部分）。例えば、これまで一人一台端末（タ

ブレット PC）を机上に置くと教科書やノートが重なってしまい不便でしたが、この器具を取り付け

ることで教科書やノートが重なりにくくなり、快適に学習を行うことができるようになりました。 

１５０周年記念事業への皆様のご協力に、改めて感謝申し上げます。 

毎朝、本校児童を見守ってくださっている交通安

全指導員の方に、6 年生が全校児童を代表して感謝

の気持ちを伝えました。指導員の方からは、中学校

に行っても登下校の安全に気を付けてほしいこと

や、元気なあいさつを心掛けてほしいというお話を

いただきました。 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
                     
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「やればできる」を自信に 

みんなが笑顔で 

まわりの人には感謝を！ 

勝田二中とオンライン交流を行いました（５・６年） 

能登半島地震募金活動を行いました（全学年） 

１５０周年記念事業の予算で買っていただきました 

交通指導員の方に感謝の気持ちを伝えました（代表児童） 


